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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月8日(2008.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時分割撮影された複数の画像のぶれを補正して合成する電子的ぶれ補正装置であって、
　連続して複数の画像を撮影する撮影手段と、
　上記画像のぶれを検出するぶれ検出手段と、
　該ぶれ検出手段によって検出された画像のぶれに基づいて、上記合成の対象となるすべ
ての画像の重畳する領域が予め設定された所定以上の大きさになるように合成対象となる
複数の画像を取得する制御手段と、
　該制御手段により取得された上記合成対象となる複数の画像の相互のぶれを補正するぶ
れ補正手段と、
　上記ぶれ補正手段により補正された複数の画像を合成する画像合成手段と、
　を具備したことを特徴とする電子的ぶれ補正装置。
【請求項２】
　上記制御手段は、露光開始位置からのＸ方向のぶれ量の絶対値、または露光開始位置か
らのＹ方向のぶれ量の絶対値が、予め設定した所定の値以下になるように合成対象となる
画像を取得するものであることを特徴とする請求項１に記載の電子的ぶれ補正装置。
【請求項３】
　上記撮影手段は、マトリクス状に配列された複数の画素と、該複数の画素により生成さ
れた第１画像を保持するレジスタと、を有する撮像素子を含んで構成されたものであり、
　上記ぶれ補正手段は、上記第１画像と異なるタイミングに上記複数の画素により生成さ
れた第２画像と上記レジスタに保持された第１画像との相対的なぶれを打ち消すように、
上記第１画像と上記第２画像との相対的な位置を移動させるものであり、
　上記画像合成手段は、上記ぶれ補正手段により補正された、上記第１画像と上記第２画
像とを合成するものであることを特徴とする請求項１に記載の電子的ぶれ補正装置。
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【請求項４】
　上記連続して撮影される画像の数が予め決められた所定数に達しないときに上記画像合
成手段により合成された画像を増幅する増幅手段をさらに具備したことを特徴とする請求
項３に記載の電子的ぶれ補正装置。
【請求項５】
上記撮影手段は、マトリクス状に配列された複数の画素を有する撮像素子と、この撮像素
子の出力信号を基にデジタル化された複数の画像を生成する信号処理手段と、上記信号処
理手段により処理された画像を記憶する記憶手段と、を有して構成されたものであり、
　上記ぶれ補正手段は、上記記憶手段に記憶された画像のぶれを補正するものであること
をことを特徴とする請求項１に記載の電子的ぶれ補正装置。
【請求項６】
　時分割撮影された複数の画像のぶれを補正して合成する電子的ぶれ補正方法であって、
　撮影手段により連続して複数の画像を撮影するステップと、
　ぶれ検出手段により検出された画像のぶれに基づいて、制御手段により上記合成の対象
となるすべての画像の重畳する領域が予め設定された所定以上の大きさになるように合成
対象となる複数の画像を取得するステップと、
　ぶれ補正手段により上記制御手段により取得された上記複数の画像の相互のぶれを補正
するステップと、
　画像合成手段により上記ぶれ補正手段により補正された複数の画像を合成するステップ
と、
　を含むことを特徴とする電子的ぶれ補正方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】電子的ぶれ補正装置及び電子的ぶれ補正方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、電子的に撮影される画像のぶれを補正する電子的ぶれ補正装置及び電子的ぶ
れ補正方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、撮影者の技能に依ることなく、ぶれが
補正された、所定以上の大きさの画像の有効領域を確保することができる電子的ぶれ補正
装置及び電子的ぶれ補正方法を提供することを目的としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
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　上記の目的を達成するために、第１の発明による電子的ぶれ補正装置は、時分割撮影さ
れた複数の画像のぶれを補正して合成する電子的ぶれ補正装置であって、連続して複数の
画像を撮影する撮影手段と、上記画像のぶれを検出するぶれ検出手段と、該ぶれ検出手段
によって検出された画像のぶれに基づいて、上記合成の対象となるすべての画像の重畳す
る領域が予め設定された所定以上の大きさになるように合成対象となる複数の画像を取得
する制御手段と、該制御手段により取得された上記合成対象となる複数の画像の相互のぶ
れを補正するぶれ補正手段と、上記ぶれ補正手段により補正された複数の画像を合成する
画像合成手段と、を具備したものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、第２の発明による電子的ぶれ補正装置は、上記第１の発明による電子的ぶれ補正
装置において、上記制御手段が、露光開始位置からのＸ方向のぶれ量の絶対値、または露
光開始位置からのＹ方向のぶれ量の絶対値が、予め設定した所定の値以下になるように合
成対象となる画像を取得するものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　さらに、第３の発明による電子的ぶれ補正装置は、上記第１の発明による電子的ぶれ補
正装置において、上記撮影手段が、マトリクス状に配列された複数の画素と、該複数の画
素により生成された第１画像を保持するレジスタと、を有する撮像素子を含んで構成され
たものであり、上記ぶれ補正手段は、上記第１画像と異なるタイミングに上記複数の画素
により生成された第２画像と上記レジスタに保持された第１画像との相対的なぶれを打ち
消すように上記第１画像と上記第２画像との相対的な位置を移動させるものであり、上記
画像合成手段は、上記ぶれ補正手段により補正された、上記第１画像と上記第２画像とを
合成するものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　第４の発明による電子的ぶれ補正装置は、上記第３の発明による電子的ぶれ補正装置に
おいて、上記連続して撮影される画像の数が予め決められた所定数に達しないときに上記
画像合成手段により合成された画像を増幅する増幅手段をさらに具備したものである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　　第５の発明による電子的ぶれ補正装置は、上記第１の発明による電子的ぶれ補正装置
において、上記撮影手段は、マトリクス状に配列された複数の画素を有する撮像素子と、
この撮像素子の出力信号を基にデジタル化された複数の画像を生成する信号処理手段と、
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上記信号処理手段により処理された画像を記憶する記憶手段と、を有して構成されたもの
であり、上記ぶれ補正手段は、上記記憶手段に記憶された画像のぶれを補正するものであ
る。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　第６の発明による電子的ぶれ補正方法は、時分割撮影された複数の画像のぶれを補正し
て合成する電子的ぶれ補正方法であって、撮影手段により連続して複数の画像を撮影する
ステップと、ぶれ検出手段により検出された画像のぶれに基づいて、制御手段により上記
合成の対象となるすべての画像の重畳する領域が予め設定された所定以上の大きさになる
ように合成対象となる複数の画像を取得するステップと、ぶれ補正手段により上記制御手
段により取得された上記複数の画像の相互のぶれを補正するステップと、画像合成手段に
より上記ぶれ補正手段により補正された複数の画像を合成するステップと、を含むもので
ある。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の電子的ぶれ補正装置及び電子的ぶれ補正方法によれば、撮影者の技能に依るこ
となく、ぶれが補正された、所定以上の大きさの画像の有効領域を確保することができる
。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
　そして、ステップＳ２０７の処理が終了したら、次に、（β×ＴLimit ）／ΔＴExp を
算出し、算出した値を変数ｋのメモリである〔ｋ〕に記憶する（ステップＳ２０８）。こ
の算出式におけるβは予め決められた所定の係数であり、該算出式の分子のβ×ＴLimit 
は、所定以上の大きさの有効領域を確保するために必要な全体の露光時間を表わしている
。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　ここで、ｋ＞ｍであると判定された場合、すなわち、ｋが初期値として予め決められた
時分割撮影の回数ｍよりも大きいために、ｍ回の時分割撮影を行っても所定以上の大きさ
の有効領域を確保するために必要な全体のぶれ量（以下、「許容ぶれ量」という）を超え
ないと判定するときには、時分割撮影の回数を記憶するメモリ〔ｐ〕にｍを記憶する（ス
テップＳ２１０）。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８３】
　本発明は、電子的に撮影される画像のぶれを補正する電子的ぶれ補正装置及び電子的ぶ
れ補正方法に好適に利用することができる。
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